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来週の投資戦略（7/27-31）
日米金融政策と決算に注目

2026 年 7 月 26 日

小松 徹

注目事項 － 見所

日米企業決算 ― キオクシアホールディングス（285A）、マイクロソフトなど。

7 月 28-29 日、連邦公開市場委員会（FOMC） ― 現状維持？議長会見は？
7 月 30 日、6 月米個人消費支出（PCE デフレーター）―前年比+3.6％、+3.3％？
7 月 30-31 日、日銀、金融政策決定会合 ― 現状維持？総裁会見は？

株式市場見通し

先週の日経 225 は前週の大幅下落のリバウンド狙いで火曜日に 3.3％高で始まったが、
金曜日に 2.7％下落して、週間では 0.7％高にとどまった、一方、TOPIX は石油関連と
金融関連の大幅上昇で 2.4％高となった。チャートを見るとこの２指数の違いが良く
分かる。過去２週間世界の主要な半導体銘柄が好決算を発表したが、株価は下落基調
にある。来週も日米の AI・半導体関連銘柄に注目が集まる。日米の金融政策会合があ
るが、どちらも政策変更は予想されていない。ただし、会見は大切だ。

わが国の企業決算は火曜日の日本取引所グループ（8697）、カプコン（9697）、キー
エンス（6861）、水曜日の小松製作所（6301）、日立製作所（6501）、アドバンテス
ト（6857）、野村ホールディングス（8604）、木曜日の清水建設（1803）、東京瓦斯

（9531）、野村総合研究所（4307）、武田薬品工業（4502）、富士通（6702）、パナ
ソニック ホールディングス（6752）、みずほフィナンシャルグループ（8411）、オ
リエンタルランド（4661）、東京エレクトロン（8035）、金曜日のソニーグループ

（6758）、HOYA（7741）、村田製作所（6981）、住友電気工業（5802）、キオクシ
アホールディングス、TOTO（5332）、三菱電機（6503）、TDK（6762）、ファナッ
ク（6954）、三井住友フィナンシャルグループ（8316）など。これらはほとんど最高
益になるだろう。このうち、日本取引所はわが国の取引時間中に英米で通常取引する
計画だが、対抗策は？キオクシアの 4-6 月期営業利益をアナリストが 1.3 兆円、7-9 月
期を 2.1 兆円と予想。会社予想はどうか。

米国の企業決算では火曜日のメタ・プラットホーム、マイクロソフト、クアルコム、
水曜日のアップル、アマゾンなど。4-6 月期一株当たり利益（EPS）、7-9 月期売り上
げ予想、設備投資計画などに注意したい。

最後に来週発表のイベントと経済指標について。日米の金融政策は変更ないと見られ
るが、委員の中には利上げを主張する者もいるだろう。説明会見ではウォーシュ議長
が自分の意見も先行きも言わないだろうが、植田総裁は円安を止めたいような発言を
するだろうか。米関税、米・イラン戦争、原油高、インフレ期待、長期金利上昇、超円
安など、この 1 年間の悪材料が溜まっている。高市人気が急低下していることが世論
調査で明らかになった。為替、金融政策に関する考え方を変えないと国と国民はます
ます貧しくなろう。

KPA の投資戦略
ロング（買い） ショート（売り）

好財務の割安株、今期増益株 高 PB 低位株、高 PE 新興株

(注) ヘッジ・ファンド向け戦略としての一例。投資期間は半年程度を想定。
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